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大学生ボランティアによる環境保全活動  
～琵琶湖を守る想いの架け橋～  

立命館大学3年　高野 純広  
立命館大学3年　徳力 煌陽  

NPO法人国際ボランティア学生協会  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1.IVUSA団体概要

災害救援　

NPO法人国際ボランティア学生協会 （International  Volunteer University  Student Association）  

全国約 80大学、大学生 2,700 人が所属。 共に生きる 社会を目指して、 5分野で活動を展開。  

国際協力　

環境保護 地域活性化 子どもの教育支援　
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滋賀県ではMother Lake Goals達成を目指して  

西の湖 ヨシ灯り展  

LAKE BIWA TRAIATHLON   びわ湖の研究者になろうツアー  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自己紹介 

●入ったきっかけ 

大学生にしかできないことをや

りたかったから 

 

●IVUSAでやりたい事 

滋賀県内の地域のニーズに 

全力で答える 

 

立命館大学3年 
IVUSA 滋賀草津クラブ クラブ事業部長 
高野 純広 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西の湖ヨシ灯り展

2024年9月＠近江八幡市 
子どもたちとヨシの創作を通して、ヨシに親しみ、ヨシの価値を再発見 

初めて参加した滋賀県のボランティアです。 
西の湖・ヨシについて地域の方から教わりながら準備をすることで 
滋賀県がもっと好きになり、ボランティアにはまっていくきっかけに。 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LAKE BIWA TRAIATHRON
2025年6月＠守山市 
最高の挑戦、全員が主役 

全国から集まった人が湖岸を走ったり、琵琶湖を泳ぐ姿を見て 
スポーツ会場としての琵琶湖の魅力を発見し、ゴールされるときは感動で涙が 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びわ湖の研究者になろうツアー

MLGsに即したフィールドワーク、実験、発表会などの子ども向け環境学習イベント 

和邇漁港の漁師の駒井さん、琵琶湖環境科学研究センターの佐藤さんらと 

2026年3月21日に向けて準備中。是非周りの子どもたちにお声掛けお願いします！ 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今後に向けて  

・滋賀県の魅力を後輩に伝えたい

・色々な視点から滋賀県を盛り上げたい

・MLGsをもっと滋賀県に広めたい

・来年度はMLGsの案内人になって

　達成に向けて貢献したい



オオバナミズキンバイ除去活動
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 ●入ったきっかけ 
学生として社会課題を解
決してみたいという想い
から 
 
●IVUSAでやりたい事 
多くの仲間と日本を 
より良くしたい！！ 
 立命館大学3年 

IVUSA 滋賀草津クラブ 
来期 学生代表 
徳力 煌陽 

自己紹介 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✓黄色い花

オオバナミズキンバイ(以下オオバナ)とは？  

✓凄まじい 繁殖力   生態系の破壊  

2009年に琵琶湖南部で発見された南米原産の 外来種 

2014年に 特定外来生物 に指定 

航行の障害  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IVUSAのオオバナ除去活動の始まり  

2013年3月 守山市赤野井湾でのオオバナ除去活動に IVUSA
学生が参加 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地域と連携したオオバナ活動を展開  

　～構成メンバー～  

・認定NPO法人びわこ豊穣の郷（ 環境団体） 

・守山市（ 行政） 

・玉津小津漁業協同組合（ 漁師） 

・IVUSA（ 学生）  

2013年6月 守山市でオオバナ除去PJを結成  

互いの強み を活かしながら連携し、 ノウハウの蓄積 
1年間で5回、延べ261人 でオオバナを除去  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2014年 オオバナが琵琶湖南湖に拡散 …

①烏丸半島  

②帰帆島 

③瀬田川 

オオバナの対策は守山市のみ  

「今、自分たちが動かなければ琵琶湖が大変な事になる」  

という危機感から琵琶湖南湖全域 での大学生600人 での活動を企画。  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2014年9月  3日間、大学生600人 で琵琶湖南湖各地で活動  

三日月知事より激励   大津市湖岸   瀬田川と漁師さん  

草津市湖岸   烏丸半島  仮置き場 

琵琶湖外来水生植物除去大作戦2014  

各地域の行政、管理者、漁師ら と連携して南湖全域での活動を実施  

約6,000㎡ 、120tのオオバナを除去  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世界湖沼会議で外来水草の問題と取組みを発信  

第18回世界湖沼会議＠メキシコ   第19回世界湖沼会議＠ハンガリー  

第16回世界湖沼会議＠バリ島   第17回世界湖沼会議＠茨城県  

東南アジアの若者より  

「自国ではトップダウンで方針が決まるが、 大学生が行政や漁師と連携しての取り組みが ユニークだ」 
 

アメリカの研究者より  

「若者がリーダーシップ を発揮して 環境問題に取り組むケースが 国際的にも広がってほしい 」 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近年のオオバナの生育面積  

86,700㎡  

60,100㎡  

37,100㎡  

11,300㎡  

増
加

傾
向

 

(千㎡) 

2024年 高島市ヨシ植栽地の状況  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琵琶湖外来水生植物除去大作戦2024に参加  

滋賀県庁や自衛隊、企業、地域の多くの人のお陰で活動ができている 事を知り感動！ 

しかし、オオバナの面積に対して 人数不足を感じ、憤りを覚え リベンジに燃える  

2024年9月  3日間、約100人 で高島市湖岸で活動  

作戦司令部として、自衛隊や学生にオオバナ除去の 作戦計画を伝える  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増加傾向…危機感…この人数じゃオオバナに負ける

2024年12月 オオバナ活動発起人のとしやさんの話を聞き

昔の規模感、学生の熱量の高さ を目の当たりにする

同じように 感化された学生とともに、 仲間を集め

琵琶湖外来水生植物除去大作戦 2025は300人でオオバナに 挑もうと企画
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大作戦に向けた準備①

2025年7月、8月  高島市湖岸の現場下見や学生への勉強会の実施
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大作戦に向けた準備②

2025年8月 国スポのカヌー競技場 である伊庭内湖のオオバナを

滋賀県庁2名、IVUSA学生38名で除去

作業手順を確認しながら、みんなで 士気を高め ていった
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綺麗な琵琶湖を見るため に全員で完全除去を目指した

自衛隊の参加、企業より300人分の弁当 をいただくなど、 関係者一丸で挑んだ

2025年9月 3日間、約300人 で高島市湖岸で活動  

琵琶湖外来水生植物除去大作戦2025  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琵琶湖外来水生植物除去大作戦2025  

【活動成果】 
 

 参加人数 

 300名 
 
 除去面積 
 4,700㎡ 
 
 除去重量 
 34トン  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今後に向けて  

来期のIVUSA学生代表 として、これからも 仲間と共に、  
学生らしく楽しく 社会課題を解決したい  
 

様々なセクターと連携して、 ダイナミックな活動 をしたい 
 

琵琶湖から日本、世界に向けて発信を行っていきたい！  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ご清聴ありがとうございました  


